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はじめに

ウルイは冬期間に生産できる品目で、タラノメ

に次ぐ主力山菜として促成栽培されている。山形

県最上地域ではウルイの株を降雪前の 月上旬に

掘り上げ、 月下旬に伏せ込み、 月下旬以降に

収穫している。一方、市場からは 月上旬からの

出荷の要望があるが、応えられない状況にある。

そこで、 月第 半旬から収穫できる早期出荷体系

を確立するために、過去の試験結果から収穫まで

の所要日数の短縮に効果的な伏せ込み時の高温処

理及び株掘り上げ時期について検討した。

試験方法

試験は山形県最上産地研究室（山形県新庄市角

沢）で実施した。供試系統は県内の自生種から選抜

した‘東根系’を用いた。

促成温度管理の影響

年 月 日に分割した根株を 穴のペーパ

ーポットで育苗後、 月に直径 ㎝のポリポットに

鉢上げし、露地で管理した。これらポットを 月

日（ ℃以下の低温遭遇時間が 時間）に促成

ハウス内のトンネルに入れ、加温を開始した。試験

区は促成温度を ℃区、 ℃ 日間後 ℃区、 ℃

区（慣行）と設定し、地温が所定の温度を下回らな

いように加温した。試験規模は 区 株の 反復と

した。

株掘り上げ時期の影響

年 月 日に定植し、 年間養成した株を

供試した。栽植距離は畝幅 、株間 、 条千

鳥植えとした。 年秋に株を掘り上げ、試験区は

区、 区、 区、 区（慣行）とし

た。株掘り上げ後は、重ねないで圃場に静置した。

月 日以降に株を洗い、土と枯れた茎葉を除去し、

乾燥しないよう露地で管理した。伏せ込みは 月

日に行った。具体的な手順は、促成ベッド（ ㎡）

に株を並べて目土を入れ、十分にかん水してから約

㎝深となるようもみがらを入れ、 ℃設定で加温

した（高温処理）。 月 日からは ℃設定で管理

し、 日にもみがらを ㎝深まで追加した。促成の

試験規模は各区 株とした。

試験結果及び考察

促成温度管理の影響

出芽は ℃区と ℃ 日間後 ℃区で加温開始

日後の 月 日から始まり（図 ）、 ℃区で

は 日後の 月 日に始まった。草丈が出荷規格

である ㎝を超えたのは、 ℃区で 月 日、

℃ 日間後 ℃区で 月 日であった。一方、

℃区の草丈の伸長は緩慢で、 月 日の調査時

では ㎝に満たなかった。観察では掘り上げ時期

の早い株は、促成温度を ℃で管理すると芽の伸

長や揃いがよかった。また、一般に温度が高いと

収量が低下するとの知見があるが、最初の数日が

℃、その後 ℃で管理しても生育が大きく遅れ

ないことが確認された。

株掘り上げ時期の影響

株掘り上げ時の株重量や芽数は大きな区間差は

みられなかった（データ略）。観察では、株掘り

上げ時期の早い区ほど葉の黄化が早く進んでいた。

芽付近の温度は早期に株を掘り上げて静置した区

（ 区）が、慣行区（ 区）よりも低く推移

した（図 ）。これは空気との接触面積が多くなり、

気温の影響を受けたためと考えられた。伏せ込み

を始めた 月 日までの ℃以下の低温遭遇時間

は、 区と 区は慣行区（ 区）よりも

時間程度多くなった（表 ）。

年内に収穫が始まったのは、 区と 区で

あった。収穫ピークは 区、 区、 区

が 月 日、 区が 月 日となり、株を早く

掘り上げた区ほど、収穫が早まる傾向がみられた。

これは、株掘り上げ時期の早い区ほど葉の黄化が

進んでいたことや芽付近の温度が低く推移したこ

とが関与していると考えられた。株当たりの商品

重量は 区で 、 区で 、 区

で となった（図 、表 ）。

まとめ

ウルイ促成栽培において、早期出荷を図るため

に株掘り上げ時期と促成温度管理の違いが生育や

収量に及ぼす影響を検討した。その結果、 月

日頃までに掘り上げて圃場に静置した株を 月初

旬に伏せ込み、開始から 日間程度 ℃に維持す

ることで、月第 半旬からの収穫が可能であった。 

－ 93 －

あ い う
93 94東北農業研究（Tohoku Agric. Res. ）70, 　 －　  （2017）



表1　低温遭遇時間（芽付近）

試験区
8℃以下の

低温遭遇時間
（9月24日～12月1日）

表2　促成栽培における掘り上げ時期が収量に及ぼす影響

商品率

2Ｌ Ｌ Ｍ Ｓ 計 細茎 開き 短茎ｙ （重量%）

9/24区
10/7区
10/21区
11/5区

ｚ山形県青果物出荷規格より、草丈25cm以上、10g（Ｓ規格）以上の良品とする。
ｙ
草丈5～25cm未満の茎、階級は2L≧35g＞L≧22g＞M≧13g＞S≧10g

※収穫期間12月30日～1月12日

掘り上げ
時期

本数（本/株） 重量（g/株）

商品ｚ 規格
外

商品 規格外

図 促成温度管理の違いが出芽率・草丈に及ぼす影響

図 掘り上げ時期が芽付近の温度に及ぼす影響

月 日 月 日 月 日 月 日

図 掘り上げ時期が日別収量に及ぼす影響
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